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1　題材　　｢絵を見て話をしよう｣

2　題材について

(1)題材設定の理由
<生徒の実態>
本グループの生徒は,言語による表出があり,似たような形の平仮名の読みは混同して覚えて
いることもあるが,ほぼ平仮名を読むことができ,出来事等を単語で話すことが可能な生徒で構

成されている｡しかし,自分から要求するときや身近な出来事について話をするとき,単語(名
詞)や一語文の動詞の羅列であることが多く,内容も断片的であるために具体的にどうしたいの
か,誰がどうしたのかなどが伝わらず,最終的に諦めて相手に伝えることを止める姿を多く見受
ける｡これは, ｢誰が｣などの主語や目的語となる名詞又は述語となる動詞等を組み合わせて表
現するための主語+述語の関係性の理解が不十分であることが考えられる｡また,物事の状況を
擬音語や擬声語を使って相手に伝えることが多いが,理解している語彙数が限られており,名詞
に見合った動詞の言葉や助詞の使い方を知らないために,相手に伝えることが難しいことも考え
られる｡

<題材の意義,価値>
以上の実態を踏まえて,主語+述語の関係を理解し,文表現-の意識を高めるために本題材｢絵
を見て話をしよう｣を設定した｡本題材で扱う内容は,主語と述語からできた二語文や三語文で
ある｡一語文から二語文に進む段階にある本グループの生徒にとって,主語+述語からなる二語
文や三語文を習得することは, ｢誰がどうしている｡｣といった物事の状況を相手により詳しく
伝えることができる｡また,二語文や三語文で表現する学習を通して, ｢傘をさす｡｣や｢ぞう
きんでふく｡｣など名詞に見合った動詞の言葉を知ったり,名詞+動詞の表現に伴う助詞の使い
方を学習したりして,語彙を増やすことで表現の豊かさにもつながることができる題材である｡
<ねらい>
そこで,本題材では,絵を見てその状況を説明する活動を通して,主語+述語の関係性を知り,
｢～が～している｡｣や｢～は～を～｡｣などの主述からなる二語文や三語文として話をしたり,

単語カードを組み合わせて文を作ったり,善いたりすることができるようにする｡
<指導観>
学習の中で取り扱う内容は,生徒の興味･関心が高く,言語活動を展開しやすい身近によくあ
る事柄を選定する｡これまでの題材で,物事の状況を一語文や単語と単語をつなぎ二単語文で説
明したり, ｢誰が来ましたか?｣の質問に対し｢○○さん｣等のように述語を省略した文を獲得
したりしている｡そこで,これまで習得した知識を活用して,まず最初に提示された二つの単語
を使って口頭で文を作ったり,二つの単語を使ってできる文と,その内容を表す絵を結びつけた
りすることで文としての表現の仕方を知ったり慣れたりすることができるようにする｡また,堤
示された文を単語に分ける活動を通して,主語と述語の関係を理解することができるようにする｡
次に,一枚の絵を見て絵について主語+述語,主語+目的語+述語などの文を作ったり,実際に
人物がしている動作について文で説明したりすることができるようにする｡ここでは,動詞を述
語とする動詞述語文を中心に扱う｡提示された一枚の絵の中の主語や目的語となる物を絵カード
にし,その絵カードを手掛かりに主語,目的語,述語の順番を意識して話をすることができるよ
うにする｡また,様々な動詞の言葉を扱うことで語彙を増やし,さらに,単語と単語をつなぎ合
わせる助詞の使い方にも慣れるようにする｡生徒が発表できる場面を設定し,話したり闘いたり
するときに｢誰が(主語),何をした(述語)｣など二語文や三詩文を意識できるようにポイン
トを示すことで自分で発表したり,友達の発表を正確に聞き取ったりしながら生徒同士が伝え合
うことができるようにする｡個別課題に取り組む場面では,学習で定着したことを活用して主体
的に課題に取り組むことができるように生徒の実態に応じた指導を行う｡
<展望>
このような学習を通して,生徒は,帰りの会における一日の振り返り場面や作業学習における

報告･連絡･相談場面などで,他者に分かりやすく伝えたり,他者の話を聞いて内容を理解した
りできるようになると考える｡また,身近な内容で文を作る喜びや楽しみを感じ,言葉にしてい
くことで自信をもち,表出と受容といったコミュニケーションの意欲の向上にもつながると考え
る｡
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(2)実態 

＼ 乂x�-h,ﾈｭi�2闕9w粳�I7��ﾋ靜ｨ,�,(*(,H,ﾉ&ﾘ�饅r���襍ｩEﾂ�国語の三領域からみた実態 聞く.話す �<x-��審く 

A 俾兒ｨ*�.y���4�,價ﾙUﾈ/��四文字の単語なら音声を 俾��ﾘ,ﾈ,�+8*�.xｻ2�なぞり書きや 

することは少ないが,周囲 ��8ｦﾘ,兌x*ｸ竧.�+�,h*ｨ,X*ｲ�師に確認を求めなが 倩ｸ�,Y[ﾘ嵋kﾈ/��

の友達の様子を見て活動す �.愈(巉,X+x*日8,i:ﾈ.ﾒ�ら,表記してある文 傚�*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｲ�

るなど学習-の意欲は高 �.ｨ.�,i%�ﾎｨ,X齷Zｨ,ﾉwhｸ�/��字を読むo似たよう �.愉[x*(+ﾘﾋ駢B�

(3年,男) �*(�ｸ��*(,H*�.�>�vX/���*b�伝えるが,質問の意味理解 �,鞍�,ﾉ[h鬨,ﾘﾚﾉ:�+R�を書き表すこと 
て行動に移すことは難し �*ｩ>�+X*ﾒﾉti$(,ﾉlﾙ^ﾘ,YJﾒ�て読むこともあるが, �,ﾙ>�+X**��

い○ 侏�+X+ﾘ.な�n(/�+ｸ,ﾈ-ﾈ-ﾂ�]H+X,IJﾘﾋ�+X+ﾘ.�+x.�+�,b�*ｩ�ﾘ*(�ｲ�平仮名は読むことが できる文字が増えて きている○ 

B (3年,女) 俯�(+8.ｨ.�,i9ｨ*h.�*｢ﾂ�教師や友達の発言や内容 �(ﾊ(*ｩ�h,�,H*(.��2�筆圧が弱いが, 

自分から発表することは少 �/�.h*ﾙ[x*(,Bﾊ(��,(,Hﾋ�,"�など想像しやすい簡 俾兒ｨ,ﾉkﾉ��.)Z��

ない○知っている語彙は豊 �+ﾚ�8,�,y[x*(+ﾙ>�vX/�ｦ��単な文の意味内容を �,ﾉkﾉ��,�,x/�[ﾒ�

かであり,経験から知り得 �*h,I�(+x+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｹZ��捉えながら読むこと �ﾉkﾈ,X��*ﾘ+�,b�

た言葉を使って物事の状況 倬h,ﾈ�8ｻX/�(�ｸ�ｸ/���+r�ができる○ほぼ平仮 �*ｨ,X*ｸ.��ｭH���

を説明する様子が見られ �.��8,ikﾈ霙ｹ:韋ﾈ*�.x,��名は読むことができ �*H+�,h/�ﾉ�*ｨ.つ�

る○ �.兌h,YUﾈﾋｸ+x.�+�,h*ｨ*��るが,片仮名を読む 傚�*ｸ跖-�.�+�,b�

るo �+�,h,ﾙ>�+X*&��に時間が掛かる ことがあるo 

C (2年,男) 乂x�攣�ぺ,ﾉyﾘ��,倬隴B�三文字の単語なら音声を �ｩ[h鬨自[h鬚ﾉV��｢て｣や｢と｣ 

を要することが多く,プリ 兌x*ｸ竧.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��(*��差しながら拾い読み �,�,xｼ��ﾈ/���*ﾒ�

ント課題が配られると,問 �*(.�,ﾊ8,ﾈ.h*H,俶ﾉ[h鬨撃�で読む｡｢き｣と｢さ｣, �+�,h,仞ｩ�ﾘ+Rﾂ�

われていることの意味を捉 ��8,�,�.�,bﾊ(�ｸ�ｸ.�,ﾊ2�｢は｣と｢ほ｣,｢く｣ �ﾙ7�.�齷Zｨ,X���

えず,書いてある文字を視 �,ﾈﾎ9Kﾈ,ﾉ?�[h鬩/i7閏x*ｸ神�と｢し｣,｢れ｣と｢ね｣ �*ｹ+ﾈ+X/�+x.���

写して終わりと判断するこ �.に��ﾈ,ﾉ?�[h鬨,ﾙe�.ｨ,B�など形の似ている平 �(*ｺ8,j(+:2�

とが多い○書いてある内容 �+X-ﾈ*H+�,h*ｩ�ﾘ**�ｻ8踪,ﾂ�仮名を混同して読む �9�,ﾈ自gｹ�ﾈ*ｩ�ﾒ�

を捉えて行動に移すことは 侏駢H/�lﾙ^ﾘ+X,IJﾘﾋ�+x.�+��ことが多い｡ �*(*傅ﾘ,�*(*�,��

難しい○ �,h*ｨ,X*ｸ.���n(,ﾈ�9j�yﾒ���*ｩ>�+X*ﾒﾈ�n(,�9ｨ*h.��+�,h,ﾙ>�+X**���,xﾝx*�*)YIZｨ,ﾂ���*(/�ｾi¥ｨ+x.��+�,h*ｩ>�+X**��

D (2年,男) 價ﾘ尨,ﾙW9k驂H,X,ﾘ*�.��相手の言っている内容を �-�-ｩ[ﾘ嵋kﾈ/�<x-��書くことに苦 

が,自分の経験したことを ��X-ﾈ*�,���*h.�+�,h,ﾘ,X*ｲ�ことができるが,読 偃�8�*ｨ*�.つ�

振り返って発言したり,物 �.�*｢ﾉ�8ｦﾘ,閏ﾘ嵋kﾈ,ﾉ[x*ｲ�むことに苦手意識が 仆饉h鬨,�,�,�+ﾒ�

事の状況を名詞や動詞をつ 偃h.�,�,�.�,bﾉ>�+X*(+�,b�あり,一文字一文字 �.つﾘ/�,h,(*ﾒ�

なぎ合わせて表現したりす �*ｨ*�.愉[x*(+ﾘ+�,h/�訷ｧﾂ�拾い読みである｡意 �.�/�¥ｨ��,ﾉ[h鬚�

ることができる｡文字等の �*�.�,痛Z磯h,ﾈ�8ｻX/�ti$"�味を捉えながら読む �,i��*h,H��*ﾘ+��

視覚的情報より聴覚情報が �.(ｻ8踪,���k�/�+x.�+�,h*｢�ことが難しいが,捕 �,h*ｨ*�.��ｲ�

有効である○ �,X*ｸ.�*｢ﾉ&i]�4�,Y[id�4��,儻8ｪ��8,掩(+Y_ｸ,X*�.�+��,h*ｩ�ﾘ*&�x�zx,H,I��k��+x.�+�,h,ﾙ>�+X**��絵などから内容を理 解することができるo 

E �+�.ｨ-ﾈ,X,乂x�+X+ﾘ+�,b�平仮名一文字一文字の聞 兌h鬨,h尨*ｩ�8ｦﾘ,��書くこと自体 

をよく覚えており,学習- �*ｸ竧.�,ﾒﾉ�)hh,依駢H.�*��一致していない平仮 �,ﾘﾔH*ｸ,葵�:�,R�

の目的意識をもって取り組 �.�*｢ﾉ��8,ﾈ尸�ｨ*�.x齷Z｢�名があるが,読むこ �*�.�*｢ﾈ齷Zｨ,ﾂ�

むことができる｡聞き取り �,�.�,僵ｹ&h+X,I[x*ｸ竧,�,B�とに関しては意欲的 價ﾘﾋ�+X+ﾘ尸�ｨ,b�

(2年,女) �,ﾈ攣��*ｨ*�.なﾎｸｧx�+X,B�いるo自分なりに見たこと, �,偃h.��x-��ｲ�表記した文字が 

覚えた言葉を使うことがあ 兌x*(+ﾘ+�,bﾈｫH+h+ﾘ+�,h,���ｩ'h+X,�*(+�,b�

る｡ �,x/�%�ﾎｨ.(�霾/�諄,�,IUﾂ�ﾋｸ+x.��ｲ��*ｩ�ﾘ*&��
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3　題材目標

(1)全体目標
ア　単語カードを手掛かりにして主語+述語や主語+目的語+述語からなる二語文や三語文とし
て絵の状況について説明をしたり,複数の絵の中から聞いた内容に合っている絵を選んだりす
ることができる｡　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(聞く･話す)

イ　複数の文を読んで絵の状況に合った文を選んだり,絵の状況について単語カードを組み合わ
せて,主語+述語や主語+目的語+述語からなる文を作ったり善いたりすることができる｡

(読む,書く)

(2)個人目標

生徒 侘)¥ｨ,ﾈ轌;�ﾇh柯,ﾉmｩUr�個人目標 

A (3年,男) �4�[ﾘ嵋kﾈ,ﾈﾆ�/�ｦ�*b�ア単語カードを手掛かりにして,物事の状況や絵に 

て区別して正しく読 �,(*(,I?�ﾎｩ[h,Y�(/�+X+ﾘ.に[x*(+ﾙ>�vX,俘x,�,H*"�

むことができる｡ �.丶x/�Z��H,ﾉ(h*�.y��/�+�.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

イ音声を正しく聞き �49%�ﾎｨ4ｨ�ｸ6�/��x-ﾘﾘx.ﾘ+�,I[h/�ﾞﾈ,�,I<x/�+�.つ�
取り,聞いた内容を 平仮名(名詞)で書 くことができる○ 兌h/�,�+ﾈ.飲�*ｸ,X･�*(+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���

B (3年,女) �4�Z夷ｨ.)�(/�[x*(+ﾒ�ア物事の状況や絵について主語+述語の整った二語 
り読んだりし,内容 兌h.(蓼ﾎｩ[h,Y��k�+X+ﾘ.なｻ8踪,ﾈ�n(/�.h*ﾙ[x*(,Bﾂ�
を理解し,あらすじ を話すことができるo イ平仮名を書くこと 兌h,h+X,H,ﾉUﾈﾋｸ,X�n(,�9ｨ*h+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

イ絵を見て絵の状況を主語+述語からなる文で書く 
ができる○ �+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�

C (2年,男) �4�[ﾘ嵋kﾈ,ﾈﾆ�/�ｦ�*b�ア単語カードを手掛かりにして,物事の状況や絵に 

て区別してニ正しく読 �,(*(,I?�ﾎｩ[h,Y�(/�+X+ﾘ.に[x*(+ﾙ>�vX,俘x,�,H*"�

むことができる○ �.丶x/�Z��H,ﾉ(h*�.y��/�+�.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���

イ音声を正しく聞き �49%�ﾎｨ4ｨ�ｸ6�/��x-ﾘﾘx.ﾘ+�,I[h/�ﾞﾈ,�+ﾘ.に[h/�,��
取り,聞いた内容を 平仮名(名詞)で書 くことができるo �+ﾈ.飲�*ｸ,X･�*(+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���

D (2年,寡) �4����.(､x/�ﾊ�,Bﾂ�ア物事の状況や絵について主語+述語の整った二語 

主語+述語の二語文 兌h.(蓼ﾎｩ[h,Y��k�+X+ﾘ.なｻ8踪,ﾈ�n(/�.h*ﾙ[x*(,Bﾂ�
で状況を説明するこ とができる○ イ文の読み方におい 兌h,h+X,H,ﾉUﾈﾋｸ,X�n(,�9ｨ*h+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

イ単語カードを組み合わせて文を作ったり,文をな 
て,言葉のまとまり を捉えて読むことが できる○ �+ﾈ.飲�*ｸ,Y��*(+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���

E (2年,女) �4�齷Zｨ,ﾉ6�*h+ﾘ*(+��ア物事の状況や絵について主語+述語の整った二語 

とをゆっくり話すこ 兌h.(蓼ﾎｩ[h,Y��k�+X+ﾘ.なｻ8踪,ﾈ�n(/�.h*ﾙ[x*(,Bﾂ�
とができる○ 兌h,h+X,H,ﾉUﾈﾋｸ,X�n(,�9ｨ*h+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.薬�

イ文字を正確に闘い �48､x/�ﾊ�,H､x,ﾈ�8ｻX/�皦ﾎ｢ｸ��ﾎｨ*�.x,�.兌h,X��*ﾒ�
たり読んだりして, 身近な人や物の名前 を平仮名で書くこと ができる○ �+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｲ�
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指導計画(総時数16時間) 
吹 偃X,逢x�ｨ�:粳>�vR�倬��B�習得型と活用型の学習活動について 
(導入) (1)生活に ��[h,ﾈ7�5��ｸ98/�&ﾘ.つ�6 ��做ｹ;篋ｨ駅��｢�

文で表現することに慣れ 凵宸ｱれまでの題材｢ものの名前｣ 
る｡ 凾笋何している?｣の学習で習得 

関連した 茶�們�Z�.(､x,�,x/�ﾊ�,B��+X+ﾙkﾈ霾.):韋ﾈ,ﾈﾋ駢H/�ｨ駅�+Rﾂ�
内容の短 冖ﾈ霙ｹ:韋ﾈ*�.x,�.兌b�丶x,�,(*(,Ikﾈ霙ｹ:韋ﾈ*�.x,�.兌b�
い文を音 読する○ (2)敏師の �,ﾈﾆ�,Y�(/�+x.薬�~�定*H*ｨ*(/�+x.��｢�X7ｸ�ｸ8ｸ/�*�.��ｲ��,Y��k�+x.乖�:�/��ﾙ.�+x.飛�H�;��｢�

･ほうきではく○ 凵寰蛹黷ﾆ述語の関係が理解できる 

･もちをつくo (2)提示された二つの単 凾謔､に二つの単語を色別に示す○ 

言う単語 劍-ﾈ+ﾒﾊ)$�*ｪ8.*(巉+X,H*(.��ｺ2�

を正確に 劍,h*(*I%�ﾎｨ4ｨ�ｸ6�/�訷ｧﾈ*�.�,偃R�

聞き取る○ 佩ｨ/�諄,�,Hﾏｹ:ｨ,Y�(/��佩ｨ,h��ﾎｨ*�.x,�.兌h/�ﾞﾈ.な皦ﾎ｢�
したり,単語カードを 凾ﾆ述語の関係を理解できるように 

*学習時 間を考慮 兔�-x,I[h/�ﾞﾈ,�+ﾘ.つ�[h/�%�ﾎｨ,兒ｨ*�+ﾘ.�+r�.����2�?�,(,ﾉ%�ﾎｨ/�諄,�,B��+x.��ｲ��乖駅��｢�

して,普 劍�ｹ[h,ﾉ>�vX/�yﾘ��,X*ｸ.�.h*H,陳�

読と聞き 劔[h/�<x/�,X��ﾝｸ,�:鞐ﾈ嶌+X,I[h,��
取り課題 �,X*ｸ.兌h,h+ｸ,ﾉ>�vX/��侈俘x,�+ﾘ､x/�����闊,ﾉ(h*�.y��-B�
は学習の 儷ﾈ+x､x/�Z��H,ﾉ����閧��+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.愉>�vX,��

回数に応 �,ﾉ(h*�.y��-H�ｲ��.h,�,H,ﾒﾈ�霾,ﾈ諄*)_ｸ/���k�+R�
じて交互 に扱う○ 劔yﾘ��,X*ｸ.�.h*H,�+x.���

2主語+述語,主語十日 唐�【習得】 

的語+述語からなる二語 凵寫ﾅ初は,一枚に一つの要素の内 
文や三語文を作って,読 剽eとなる絵を示し,主語,目的語, 
んだり善いたりする○ (1)絵を見て,主語+述 剌q語の順番に沿って文を作るーこと ができるように,単語カードをそ れぞれ主語や目的語,述語の枠に 

請,主語+目的語+逮 剌�備しておく○文を作ることに慣 

語からなる二語文や三 凾黷ﾄきたら,一枚の絵に複数の要 
詩文を作るo (2)自分の作った文を友 達の前で発表したり, 剔fとなる絵を提示し,絵の状況に ついて文を作り発表する場面を設 定する｡ 【活用】 

友達の発表を聞いたり 凵寰ｩ分の作った文を発表したり, 
するo (3)複数の文を読んで, 冏ｸ鰾�友達の発表を闘いたりするときに 

(4/8) �,ﾒﾈ皦ﾎｨ.(��ﾎｨ*ｨ,x.ｨ,�9h+ﾘ.�,ﾂ�*兒ｨ*�.�.h*H,�7ﾈ48986x/�麌+x�ｲ�

絵に合った内容の文を 凾ﾜた,音声の正確な聞き取りに 
選んだり,主語+述語, 刮 題がある生徒や発音に不明瞭な 
主語+目的語+述語か 剳 ｪのある生徒もいるので,ト- 

らなる文を書いたりす Lーペン(※)を活用して,生徒 

る｡ 剴ｯ士伝え合う場面を設定する｡ 【活用l O最初は,教師が絵カードを操作 しながら見本を示し,課題に対 理解が深まったら自力で文を作 ることができるように教師の支援 を少なくしていく｡ 

3学習のまとめをする○ �"�【活用】 

写真を見て一年間の思い 凵宸ｱれまで学習したことを活用し 
出を文で話をしたり善い 剋ﾊ真を見て主述からなる文を作つ 
たりする｡ 凾ﾄ,思い出を発表することができ るようにする○ 

※　トーキーペンは,渕上印刷株式会社(鹿児島市)で販売されている｡
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5　本時の学習(10/16)

(1)全体目標
一枚の絵を見て,単語カードや絵カードを手掛かりに主語+目的語+述語からなる文を作って

絵について説明をすることができる｡

観点 儷ﾘ廁ｴｸ���

関心.意欲.態度 �����4�,俾兒ｨ,ﾈﾞﾈ,�+ﾙ[h/�JﾙUﾈ+X+ﾘ.に[iUﾈﾋｸ,h+X,I4ｹ��*�,x*H*僵ｲ�
断したりして学習に取り組もうとする○ 

聞く.話す ��ｻ8踪,ﾉ�(+xﾋ駢B�%�ﾎ｢�/��8+X*ﾙ[x*ｸ竧,�,H*(.��ｲ�③絵カードを手掛かりに主語+目的語+述語の整った二語文や三詩文で 
絵の状況について話をしたり,友達の発表を闘いたりしているo 

読む �9?�[h鬨耳賈[h鬨,Xﾕﾉ�ﾈ+8.ｨ.兌ﾘ嵋kﾈ,ﾉ%�ﾎｨ.(齷Zｨ,Xﾞﾈ,�+ﾙ[h/�<x/�+��
り,複数の文を読んで絵の様子に合った文を選んだりしている｡ 

書く 宙xy%�ﾎｨ4ｨ�ｸ6�/��x-ﾘﾘx.ﾘ+�,H､x,ﾈ�8ｻX,侈俘x,�+ﾙ[h/�ﾞﾈ,�,I[h/�,�+ﾈ.��書きで書いたり,主語や述語が何かを自分で考えて文を善いたりしてい 
る○ 

言語についての �Xﾋ靜ｨ嶌+X+ﾘ.�:鞐ﾈ嶌+X+ﾘ.�+x.乖�:�/�,ｨ+X,Bﾉ[h,ﾉ>�vX/�yﾘ��+X,H*"�.��ｲ�
知識.理解.技能 

(2)個人目標
生徒 侘)�ﾉmｩUr�

A ��ｹZ��H,ﾈ､x4ｨ�ｸ6�,ﾉ(h*�.x皦ﾎｨ.)mｩ4佩｢ﾈ��ﾎｨ,h,�.丶x4ｨ�ｸ6�/���/�,Rﾈ甁�請,目的語,述語の順番に並べて文を作り,｢○○君(さん)が～している｡｣ 

(3年,男) �,i�(/�+X+ﾘ.に%�ﾎｨ4ｨ�ｸ6�/�訷ｧﾈ*�.�,�+X,�*ｨ.x雕�+X,I[h/���*(+ﾘ.�+x.��
ことができる○【②③④⑤⑥】 

B ��ｹZ��H,ﾉ%�ﾎｨ4ｨ�ｸ6�/�諄,�,H皦ﾎ｢ﾉmｩ4佩｢ﾈ��ﾎｨ,ﾈ�MH,兔�-x,I?�ﾎｩ[h.(蔗�語文を作って発表したり,二つの文を読んで違いに気付き,絵に合った文を 

(3年,女) ���/�+�.な皦ﾎｨ.(��ﾎｨ,ﾉ�,�9h,H,ﾘ-ﾈ.侏駢H/���*(+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.���
【①③④⑤⑥】 

C ��ｸｻ8踪,ﾊ)$�,X+x*��ｺ8.*(巉/�+X,H*(-ﾈ+x*��8,ﾈ�n(,�9ｨ*h+ﾘ.なｻ8踪,b�一緒に主語,目的語,述語の順番を確認して絵カードを並べて文を作ったり, 

(2年,男) �,�+ﾈ.飲�*ｸ,Y[h/�･�*(+ﾘ.�+x.�+�,h*ｨ,X*ｸ.鑓���t(t8tH�｢�

D (2年,男) ��ｹZ��H,ﾈ､x4ｨ�ｸ6�,ﾉ(h*�.x皦ﾎｨ.)mｩ4佩｢ﾈ��ﾎｨ,h,�.丶x4ｨ�ｸ6�/���/�,Rﾈ甁�請,目的語,述語の順番に並べて文を作り,｢○○君(さん)が～している○｣ 

と話をしたり,主語や述語の枠に当てはまる言葉を害いたりすることができ 
るol①③④⑤⑥】 

E ��ｹZ��H,ﾉ%�ﾎｨ4ｨ�ｸ6�/�諄,�,H皦ﾎ｢ﾉmｩ4佩｢ﾈ��ﾎｨ,ﾈ�MH,兔�-x,I?�ﾎｩ[h.(蔗�語文を作って発表したり,主語や述語の枠に当てはまる言葉を善いたりする 
(2年,女) �+�,h*ｨ,X*ｸ.��ｸ���t(t8tHtR��



に当たって

習活動の概要と授業環境の工夫
前時までの学習で,生徒は単語を手掛かりに名詞+動詞からなる文の表現に慣れてきてお
り,定型文を手掛かりに文表現の方法も理解してきている｡また,二つの単語を使って文を
作ったり,文を単語に分けたりすることで,主語と述語の関係を知り,物事の状況を主述か
らなる文として話ができるようになってきつつある｡
そこで本時では,一枚の絵について,主語,目的語,述語の順に沿って文を作って文表現で
話をしたり善いたりする｡文としての表現が定着することで,単語のみよりもより相手に分
かりやすく,自分の要求や物事の状況を伝えることができるようになると考える｡
具体的には,導入では,音読や聞き取り問題に取り組むようにする｡学習時間に応じて交
互に取り組むが,声に出して読むことで相手に伝わりやすい声量や発音を習得することがで
き,聞き取りにおいては,音を正しく聞き取るだけでなく,友達や教師の言っていることを
注意深く聞く姿勢にもつながると考える｡
展開では,一枚の絵について単語カードや主語や目的語となる絵カードを手掛かりに,主
語+述語からなる文表現で説明できるようにする｡共通課題では,自分の作った文を発表し
たり,友達の発表を闘いたりする場面を設定し,生徒同士伝え合うことができるようにする｡
発表場面では,音声の正確な聞き取りに課題がある生徒や発音に不明瞭な部分のある生徒も
いるので,トーキーペン(音声を録音したり再生したりすることが可能な音声ペン)を活用

する｡個別課題に取り組むときには,なるべく自分で課題に取り組むように伝えるとともに,
友達の答えが見えないように机の間を広げたり,生徒の実態に応じて課題内容を設定したり
する｡

材･教具とのかかわりについて
導入では, ｢はし(管)｣と｢あし(足)｣等の似たような二一三音節の言葉の聞き取り課題
に取り組む｡教師の発音を聞いて,聞いた言葉のカードを複数の中から選択する｡学習-の
意欲を損なうことがないように,生徒の課題となる内容だけを扱うのではなく,生徒が自信
をもって取り組むことができるような言葉も扱う｡
展開で扱う絵の内容は,生徒が親しみやすく,興味･関心が高いものを選定する｡主語や
目的語となる絵カードを手掛かりに主語,目的語,述語の順番に絵カードを並べて文表現が
できるようにする｡友達の発表を聞くときや自分が発表するときには,発表のポイントとし
ての｢主語(誰が)｣, ｢述語(何している｡)｣を示しておくことで,主語や述語の関係を理解

しながら発表したり,友達の発表を闘いたりできるようにする｡生徒によっては,トーキー
ペンを活用することで,自分の作った文を発表することができるようにする｡

友達〃教師とのかかわりについて
展開の共通課題では,友達の発表を聞いたり,自分の作った文を発表したりする場面を設
定する｡そうすることで,生徒同士の伝え合う力が身に付き,より生徒同士で学び合うこと
ができる｡

本グループの生徒の実態からすると難しい面も考えられるが,教師も一緒に関わる中でグ
ループ内での学び合いが深まるようにする｡

自分とのかかわりについて
これまでの学習を振り返り,生徒自身ができるようになったことを確認し,教師も一緒に

なって本時の学習の目標について話し合う｡生徒のみで目標を設定することは,グループの
実態から難しいことが予想されるが,前時までの課題を教師と一緒に確認することで,生徒
自身が自分の目標を意識できるようにする｡
発表場面では,発表のポイントとしての主語(誰が)や目的語,述語(何をしている｡)と
表記したカードを示しておくことで,発表するときに,文表現を意識しながら発表できるよ
うにする｡また,音声表出が難しい文字がある生徒には,トーキーペンを活用することで,
音声を模倣して発言するなど,これなら自分でもできそうだと感じ,一人で課題に取り組め
るようにする｡

終末では,本時の目標に対する評価を教師と一緒に行い,できるようになったことや今後
の新しい課題を生徒に伝えることで,次の学習-の意欲を高めていきたい｡
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(4)実 際

過程

導入

(10分)

主な学習活動

1始 めの挨拶 をす る。

2聞 き取 り問題に取 り組む。

3前 時の振 り返 りを行 う。

4本 時の学習について話 し

合 う。

A
指導及び支援上の

B
・ 挨拶の号令をす る生徒 を決 め,姿 勢 を正 した り,教

意識す るこ とができるよ うにす る。

・ 教師が言 う言葉 を聞いて,二 音節や三音節で構成 さ

・ 似通 った言葉 を聞き分 ける力 を付けるために ,「は

ドや絵 カー ドを示 し,生 徒が選んだ り,発 音 した りで

・ 前時の学習内容を思い出せ るよ うに,前 回使 用 した

・ 主語や 目的語,述 語のそれ ぞれの枠 を手掛か りに,
か ら意 見を引き出 しながら,教 師 と一緒に生徒 が 目標

文 を作 ろ う。

展 開

(35分)

終末

(5分)

5一 枚の絵 を見て,絵 につ
いて説明をす る。

(共通課題)

(1)主 語や 目的語 となる絵
カー ドを手掛 か りに主語,

目的語,述 語 の順番 で話

をする。

(2)友 達 の発表 を聞いた り,

友達の前で 自分の作 った

文を発表 した りす る。

6複 数の文を読 んで絵 の状況

に合った文を選 んだ り,絵 を

見て絵 の状況を主語+述 語か

らなる文で書いた りす る。

(個別課題)

7本 時の振 り返 りをす る。

8終 わ りの挨拶をす る。

・ 生徒 が発表できる場面 を設定 し,話 した り聞いた り
で きるよ う発表のポイン トを示す ことで,友 達の発表

・ 主語や 目的語 となる絵

カー ドを並 べて,主 語+

目的語+述 語 の順番 に説

明を しなが ら文 を作 って

発表 できるようにす る。

・ 友達 を意識 して発表 を

聞いた り見 た りす るよ う
にSTが 言葉掛 けを行 う。

・ トー キーペ ンの音声 を

模倣 す るな ど して,自 分
が作 った文 を発 表す る こ

とができるようにす る。

・ 一枚 の絵 か ら自分

な りに主語 が何で述

語 が何 にな るか考 え

て文 を作 る よ うにす

る。

・ 発表 の ポイ ン トを

手掛 か りに作 った文
を発表 す る よ うに し

た り,友 達 の発表 を

聞 くよ うに した りす

る。

・ 学習 した ことを十分活用 できるよ うにや り方を初め

えるとともに,そ れ ぞれの生徒の実態に応 じた課題プ

・ 選 択肢の文 には,違 い
に気 付いて ほ しい文字 を

太字 に した り,四角で囲っ

た り して 自分 で課題 に取

り組 む こ とができ るよ う
にす る。

・ 選択 肢の文 を教 師

が,動 作化す ること

で,読 んだ文 の内容

を理解 しなが ら課題
に取 り組 む ことがで

きるようにす る。

・ 本時の 目標を振 り返 り,自 分のできたこ とや課題を

・ 感想 を出 し合 った り,次 時の学習内容 を聞いた りす

・ 挨拶の号令をす る生徒 を決め
,姿 勢を正 した り,教

意識す るこ とができるようにす る。
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留意点
C D E

師も一緒 に合 図を しなが ら挨拶 をした りすることで,生 徒 が学習の始ま りを

れた単語の聞き分けができるよ うにす る。

な(花)」 と 「あな(穴)」,「 は し(箸)」 と 「あ し(足)」,な どの単語カー

きるようにす る。

プリン トや様 々な絵 を提示す るな ど,本 時の学習への意識付けを行 う。

より相手に分か りやす く伝 えるために,ど の よ うに説 明す る といいのか生徒

を設定できるよ うに し,学 習への 目的意識 を高める。

資料 ・準備

・聞 き取 り課 題 の

シー ト

・絵カー ドや 実物

・学習 ファイル

するときに 「誰 が(主 語),何 を した(述 語)」 な ど主語 と述語 の関係 を意識
を正確に聞き取 りしなが ら生徒同士が伝 え合 うことができるようにす る。

・色別 の枠

・イラス ト

・絵 カー ド

・ 主語や 目的語 とな

る絵カー ドを並べ,

主語+目 的語+述 語
の順番 に説 明 を しな

が ら文 を作 って発表

できるよ うにする。
・ トー キーペ ンの音

声 を模倣す るな どし

て,自 分 が作 った文

を発表す る こ とがで

きるよ うにす る。

・ 一枚の絵か ら主語

が何で述語が何にな

るか考 えて文 を作 る
ようにする。

・ 発表のポイ ン トを

手掛か りに作った文

を発表す るよ うに し

た り,友 達の発表 を

聞くよ うに した りす

る。

・ 主語 と述語の関係 を

意識 しなが ら文 を作 る
こ とができるよ うに一

枚の絵 の中で主語や述

語になる対象を指差 し

なが ら説明をす る。

・ 発表 のポイン トを意

識 して 自分の作 った文

を発表す るようにした

り,友 達の発表 を聞 く

よ うに した りす る。

・発表 ポイ ン ト表

・トー キーペ ン

から教えるのではな く,間 違 って も良いか ら自分で考えて取 り組む ように伝

リン トを準備す る。

・個別 課題プ リン ト

・ 課題 に対す る理解

に時間 を要す る場合

は,教 師 と一 緒 に文

を読 んだ り,一 人 で

なぞ り書 きで書い た

りす るこ とがで きる

ようにす る。(ST)

・ 選択肢の文を 自分

で動作化す るこ とで

文の内容 を理解 しな
がら絵 に合った文を

選択す ることができ

るよ うにする。

・ 選択肢の文 を自分で

動作化することで,文
の意味 を捉 えなが ら絵

に合 った文 を選択す る
ことができるよ うにす

る。

認識できるよ うにす る。

ることで,次 時への意欲や期待感 を高めることができるよ うにす る。

師も一緒に合図を しなが ら挨拶 を した りす ることで,生 徒 が学習の終わ りを
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(5)場の設定

l黒板l ��

〇円 ��
C 

B 

○AIDIE ･個別課題に取り組む場面では,机間を広げて生徒がなるべく自分で課題に 

取り組めるようにする○生徒CにはSTが対応する○ 

(6)教材･教具

主語, 剿ﾚ的語,述語の枠 �/�麌+x.丶x,h､x4ｨ�ｸ6��発表のポイント表 

i 鐙�ｲ��a.草稿蒲鷲 i-享酪 ∴∴○ ∴〇 蕊 ∴∵∴-∴∴∴ �?�5韲b羇ﾒﾖ��耳�����｣鰻�)ｨ���丼ﾘｶ2�

⊥:ごま蓋十 �����ﾂ"ﾒ�ﾜHｶ6��
S 

文を樺 の理解を 請,青は' 色別の枠 剞ｬする言葉として生徒 �/�麌+x.丶x,ﾒﾉZ��H,ﾉwi�h*｢�発表したり友達の発表を 

支えるために,赤は主 亊ﾈ-ﾈ.ｨ,H*(.�>�vX,h+Rﾉ�i6ｸ*｢�闘いたりするときに使う○ 
述語などのようにして 俾兒ｨ,�.�,兌h/�ﾞﾈ.�+�,h*ｨ,X*ｲ�主語と述語からなる文を意 
を提示して使用する○ �.�.h*H,�+x.��ｸ､x4ｨ�ｸ6�,ﾒﾉ[b�識して発表をしたり聞いた 

を作るときの手掛かりとして使 う○ �.�+x.��ｲ�

個芳 僮課題プリント① 侘)¥ｨ攣��7h8ｨ986xt��聞き取り課題シート 

∴ ｣か: 高 言∴ iー｣ 勍'し一志 羊id+j｢ 〔 暗証 鐙�h��������������"､ーY5 -0 一 I.継.+.ら鼻 

絵を見 考えなが うにする○ 趨数を-な ぞり書き にする○ 徒の顔写 咲.関心 むことが 凾ﾄ自分で主語と述語を 兒��H,ﾉ[h/�<x/�,X､x,ﾈ�8ｻX,��導入時の聞き取り課題で 
ら書くことができるよ 俘x,�+ﾙ[h/���-H攣��,X,ﾒﾈ7ﾈ42�使うo教師の言った言葉を 
生徒によっては,問 �986x,h,�.丶x.)[h鬨,ﾉYIZｨ/�股�正確に聞き取り,聞いた単 

知こ一間にしたり,な �-�,�,x+X,I?�,(,ﾉ[h,ﾈ��*(,亢2�語を選ぶようにする○音声 
で善いたりできるよう 儻H*ﾘ+�,h*ｨ,X*ｸ.�.h*H,�+x.��ｲ�模倣が難しい場合には,ト- 

主語となる人物は,坐 ��i6ｸ,ﾈ���H,��+h,Bﾈ6x�ｸ4ﾈ�ｲ�キーペンを使用して音声を 
真を使用し,生徒が興 �7�98/�諍w�+X,H尸�ｩlﾙ^ﾘ/�+X,��再生させることで,生徒が 
をもつて課題に取り組 できるようにする○ �*ｨ.x竧.��x-�.h*H,�+x.��ｲ�音声を確認しながら使う｡ 
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(7)評価

ア　全体目標に対する評価
一枚の絵を見て,単語カードや絵カードを手掛かりに主語+目的語+述語からなる文を作っ

て絵について説明をすることができたか｡

イ　個人目標に対する評価
生徒 侘)�ﾉmｩUx,���+x.儷ﾘ廁ｮ顏��湘 仞��ﾉ4�,稲越x,H,ﾉUﾘ幵�納 

A ��ｨ皦ﾎ｢ﾉmｩ4佩｢ﾈ��ﾎｨ,ﾈ�MH,丶x4ｨ�ｸ6�/�¥�-x,I[h/�� 俾兒ｨ,X､x,俘x,�+ﾙ[h/�ﾞﾂ� 

作り,主体的に発表したり,単語カードを手掛かりに 凾驍ｱとができるように絵 

文を害いたりすることができた○ 刄Jードは有効であったか○ 

B:複数の絵カードの中から主語や目的語,述語となる 剏ﾂ別課題は,習得した知 

絵カードを選んで,主語,目的語,述語の順番に並べ 剞ｽを活用して取り組みやす 

(3年,男) �,I[h/�ﾞﾈ.掩(/�+X+ﾘ.に%�ﾎｨ4ｨ�ｸ6�/�訷ｧﾈ*�.�,�+X,���*)>�vX,X*�,�+ﾘ*��ｲ�

がら視写して文を害いたりすることができた｡ 

C:絵カードを主語,目的語,述語の順番に並べて文を 

作る方法が難しく,単語カードを視写して文を書くこ 

とも困難だったo 

B ��ｨ皦ﾎ｢ﾉmｩ4佩｢ﾈ��ﾎｨ,ﾈ�MH,�%�ﾎｨ4ｨ�ｸ6�/�¥�-x,I[b� 價ﾙUﾈ,ﾈ7ﾈ48986x,ﾒﾈ皦ﾎ｢� 

を作り,主体的に発表したり,共通課題で学習したこ 凾ﾆ述語の関係を理解し,発 

とで自信をもって主語や述語の枠に当てはまる言葉を 剳¥できるように効果的に提 

書くことができた○ 剋ｦすることができたか｡ 

B:複数の単語カードを使って主語,目的語,述語の順 剏ﾂ別課題は,習得した知 

(3年,女) 儁H,兔�-x,I?�ﾎｩ[h.(蓼ﾎｩ[h/�JﾙUﾈ+X+ﾘ.に?�,(,ﾉ[h,ﾂ���ﾘ/�ｨ駅�+X,H自�ﾈ,X竧.��r�

違いに気付き,絵に合った文を選んだり,主語や述語 凾ﾝやすい内容であったか○ 

の枠に当てはまる言葉を善いたりすることができたo 

C:単語カードだけでは,主語,目的語,述語の順番に 

並べて文を作る方法が難しく,主語や述語の枠に当て 

はめて書くことも困難だったo 

C ��ｨｻ8踪,h耳�,偃Xﾎ｢ﾉmｩ4佩｢ﾈ��ﾎｨ,ﾈ�MH,丶x4ｨ�ｸ6�� 俾兒ｨ,X､x,俘x,�+ﾙ[h/�ﾞﾂ� 

を並べて,｢○○君(さん)｣などと主語や述語となる 凾驍ｱとができるように単語 

言葉を発言したり,単語カードを見ながら文を書いた 刄Jードや絵カードを手掛か 

りすることができた｡ 凾閧ﾉトーキーペンを活用し 

B:教師の質問に答えたり,教師と一緒に主語,目的語, 凾ﾄ,課題に取り組むことが 

(2年,男) 偸�ﾎｨ,ﾈ�MH/�ｦﾙDh+X､x4ｨ�ｸ6�/�¥�-x,I[h/�ﾞﾈ,�+ﾘ.つ��,X*ｸ+ﾘ*��ｲ�

なぞり書きで文を奮いたりすることができたo 剏ﾂ別課題は,習得した知 

C:絵カードを主語,目的語,述語の順番に並べて文を 剞Dを活用して一人で取り組 

作る方法が難しく,なぞりながら文を書くことも困難 凾ﾝやすい内容であったかo 

だった○ 

D ��ｨ皦ﾎ｢ﾉmｩ4佩｢ﾈ��ﾎｨ,ﾈ�MH,丶x4ｨ�ｸ6�/�¥�-x,I[h/�� 價ﾙUﾈ,ﾈ7ﾈ48986x,ﾒﾉJﾙUﾂ� 

作り,主体的に発表したり,単語カードを手掛かりに 剌齧ﾊで自分で主語や述語を 

文を奮いたりすることができた｡ 剩ｻ断しながら説明するとき 

B:複数の絵カードの中から主語や目的語,述語となる 凾ﾉ効果的であったか○ 

(2年,男) 丶x4ｨ�ｸ6�/���/�,Rﾈ皦ﾎ｢ﾉmｩ4佩｢ﾈ��ﾎｨ,ﾈ�MH,兔�-r�侘)¥ｨ攣��,ﾒﾈ�;�+X+ﾙ&ﾒ�
て文を作ったり,主語や述語の枠に当てはまる言葉を 剞ｽを活用して一人で取り組 

害いたりすることができたo 凾ﾝやすい内容であったかo 

C:絵カードを主語,目的語,述語の順番に並べて文を 

作る方法が難しく,主語や述語の枠に当てはめて書く 
ことも困難だった○ 

E ��ｨ皦ﾎ｢ﾉmｩ4佩｢ﾈ��ﾎｨ,ﾈ�MH,�%�ﾎｨ4ｨ�ｸ6�/�¥�-x,I[b� 價ﾙUﾈ,ﾈ7ﾈ48986x,ﾒﾈ皦ﾎ｢� 

を作り,主体的に発表したり,共通課題で学習したこ 凾ﾆ述語の関係を理解し,発 

とで自信をもって主語や述語の枠に当てはまる言葉を 剳¥できるように効果的に使 

書くことができたo 剽pすることができたか｡ 

B:複数の単語カードを使って主語,目的語,述語の順 剏ﾂ別課題は,習得した知 

(2年,女) 儁H,兔�-x,I?�ﾎｩ[h.(蓼ﾎｩ[h/�JﾙUﾈ+X+ﾘ.な皦ﾎｨ.(��ﾎ｢���ﾘ/�ｨ駅�+X,H自�ﾈ,X竧.��r�

の枠に当てはまる言葉を害いたりすることができた○ 凾ﾝやすい内容であったか○ 

C:単語カードだけでは主語,目的語,述語の順番に 

並べて文を作る方法が難しく,主語や述語の枠に当て 

はめて書くことも困難だったo 

評価基準A :十分に達成した姿　B :ほぼ達成した姿　　C :さらなる指導及び支援が必要
手立て　A:十分に有効であった　B:有効であったが十分でない　C:あまり有効でない
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